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養鶏家のみなさま 

高病原性鳥インフルエンザ発生予防のための 

養鶏農家一斉巡回を今年も実施します 
  

 高病原性鳥インフルエンザ（ＨＰＡＩ）の防疫対策については、家きん飼育者のみな

さんには、従来から飼養衛生管理基準の遵守や野鳥の侵入防止対策の徹底をお願いして

いるところです。 

 幸いにも、我が国においては、昨年以降、本病の発生はありませんが、中国、台湾、

ベトナム等の近隣国では、本年に入ってから発生が確認されています。 

 これから、冬場にかけて高病性鳥インフルエンザの流行期になることから、発生予防

対策の一環として、今シーズンも次のとおり一斉巡回を行いますので、ご理解、ご協力

をお願いします。 

 なお、今回は、家きんの重要伝染病である「ニューカッスル病」の抗体検査も併せて

行います。  

 

１ 巡回の対象農場 

 ・家きんを１００羽以上飼育している施設 

 ・信州黄金シャモ飼育農場 

 ・卵の販売を目的に家きんを飼育している施設（１００羽未満） 

２ 実施期間 

  平成２４年１０月～１１月 

  各対象農場の皆さまには、別途ご連絡の上日程を調整します。 

３ 実施内容 

 ① 飼養衛生管理の確認 

 ② 野鳥及びねずみ等の野生動物対策の確認 

 ③ 異常を認めた場合の早期通報体制の再徹底 

 ④ ニューカッスル病の予防対策 

   抗体検査（巡回当日、採血を行います）と抗体検査結果に基づくワクチネー 

    ションの検討 
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４ その他 

 ① 高病原性鳥インフルエンザ強化モニタリングの実施 

   今回の巡回対象農場のうち、発生リスク、渡り鳥の飛来地などの地域・地形 

    等から６農場を選定し、１０月からＨＰＡＩ抗体検査、抗原検査を行います。 

   検査対象の農場には、別途、お願い、調整をします。 

 

 ② 防疫演習の実施 

   今後、重要伝染病の発生時に備えた「防疫演習」を、次のとおり２回実施し 

  ます。 

   家きんの飼育施設、養鶏家のみなさんには、お忙しいところ申し訳ありませ 

    んが、ご協力をお願いします。 

   

 ＜長野・北信地域防疫演習＞ 

   実施月日：平成 24 年 10 月 22 日(月)から 26 日(金)の間のいずれか１日 

        （抜き打ちで実施します） 

   実施内容：長野家畜保健衛生所管内の家きん飼育施設でＨＰＡＩが発生した 

                ことを想定した養鶏場・家きん飼育施設（今回の巡回対象農場） 

                を対象とする情報伝達訓練 

       ○農場のファクシミリ、携帯端末（電話）のメールに午前１０時に 

                発生速報を発信しますので、返信のファクシミリ、メールをお願 

                いします。 

       ○都合がつかない方は家畜保健衛生所までご連絡ください。 

 ＜全県レベルの防疫演習＞ 

   実施月日：平成２４年１１月１３日（火） 

   実施内容：長野県内の家きん飼育施設でＨＰＡＩが発生したことを想定した、 

        養鶏場（１００羽以上及び生産物を流通している農家）を対象と 

               する情報伝達訓練 

       ○農場のファクシミリに午前１０時４５分以降、県下一斉に発生速 

        報を発信しますので、ファクシミリの返信をお願いします 

 

 

 

 

 長野家畜保健衛生所 電話 026-226-0923 ﾌｧｸｼﾐﾘ 026-227-2665 

 

 

 踏み込み消毒槽は伝染病予防の第一歩 

まずは踏み込み消毒槽を畜舎に置きましょう 

問い合わせ・連絡先 長野家畜保健衛生所 防疫課（担当：神田章、青木一郎） 


